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Ⅰ 地球惑星構成物質の研究 

Terrestrial Rock Science 
 

佐藤博樹 

Sato, H. 
 

地球や惑星を構成している鉱物および岩石の物理的な性質や化学的な性質を実験室で調べ、地球や惑

星について観察あるいは観測されているデータと比較検討する研究である。具体的には、鉱物や岩石の

地震波速度を温度・圧力・含水量の関数として測定する、地震波の減衰の程度を測定する、詳細な化学

組成の分布を決定する、鉱物の吸収スペクトルや岩石の組織を解析する、等々、鉱物や岩石の種々の性

質を実験室で測定する。 

 

 

Ⅱ 大型鉱物単結晶の合成と評価、物性 

Synthesis and Properties of Large Single Crystal Minerals 
 

佐藤博樹 

Sato, H. 
 

地球や惑星を構成している鉱物について、自然界では得られないような大型かつ均質の単結晶を実験

室で合成し、鉱物の物理的あるいは化学的諸性質を正確に決定するために欠かせない標準鉱物試料を得

る研究である。特にマントルの構成鉱物について、化学組成を人為的にコントロールした単結晶の合成

を試みており、これによって、地球のみならず惑星マントルの鉱物を地上で合成する実験を行う。また、

合成した鉱物単結晶を実験室で評価し、その物性を測定する。 

 

 

Ⅲ 地球惑星内部構造の研究 

Science of the Earth and Planetary Interiors 
 

佐藤博樹 

Sato, H. 
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前述の実験室で温度・圧力・含水量を変化させて測定した地震波速度を、地球内部について決定され

ている3次元地震波速度構造（地震波トモグラフィー）と比較検討し、地球内部の温度や含水量を見積も

る研究である。地下の熱水の挙動は地震活動と密接に関係しており、地球内部の含水量を定量的に見積

もることは大変重要な研究課題である。将来は月や惑星の内部構造についても検討を加えたい。 

 
 

Ⅳ 古地球環境学 

Reconstruction of paleo-environment of the Earth 
 

森永速男・後藤 篤 

Morinaga, H. , Goto, A. 
 

 地殻を構成する岩石や土壌には、過去の地球の姿に関する情報が記録されている。古地磁気、安定同

位体組成、主要化学成分及び物性の測定・分析を通して、以下のことを解明している。 

（1）酸素安定同位体分析と物性測定による、アジア大陸中央部の完新世以降の気候変動の復元、 

（2）古地磁気測定による、東アジアの陸塊（特に華南ブロック）の白亜紀以降のテクトニクスの解明、 

（3）古地磁気測定による、東アジアにおける完新世以降の地磁気永年変化の復元。 

 

 

Ⅴ 岩石磁気学とそれを用いた考古遺跡探査 

Rock magnetism and its application for archaeological prospecting 
 

森永速男 

Morinaga, H. 
 

 各種岩石試料の岩石磁気学特性の解明とそれを用いた考古遺跡における探査を行っている。特に、過

去の人類がいつから(考古地磁気年代決定)、どのような形態で火を利用していたかを解明している。被

熱痕跡や不発弾等の埋没金属物体の検出方法の開発と同時に、遺跡表面土壌の帯磁率や残留磁化および

地磁気異常の相対的変化（相違）を検出する事によって被熱遺構や埋没金属物体を同定・検出している。 

 

 

Ⅵ 相平衡岩石学 

Phase petrology 
 

後藤 篤 

Goto, A. 
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 相平衡岩石学は、変成岩岩石学の研究での主流の一つであった。岩石の固体部分の化学組成が変化し

ない場合の鉱物組み合わせの変化は、温度や圧力などの物理条件の変化と変成作用の時に共存した流体

相の化学組成の連続的な変化を用いた解析が可能である。一方、温度や圧力の変化に加えて、流体相の

流入や岩石の化学組成の不連続な変化が伴う場合には、交代作用となり扱いは複雑になる。しかし、ど

ちらの場合も、基本的には、顕微鏡観察、全岩分析、鉱物の局所分析で、解析は可能な場合が多い。年

代学は、変成作用などの地質学的な事件の起きた時期を決めるための手法である。 
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